
ラックスマン製真空管ハーモナイザー・キット
「LXV-OT6 mkII」を組み立てる

❶ シャーシ（底板）
❷ シャーシ（天板）
❸ シャーシ（フロントパネル）
❹ シャーシ（リアパネル）

お送りしております商品には、上の写真の部品が入っています。組み立ての前に、すべての部品が揃っているか必ずご確認ください。 
※ネジ類など小さな部品も多数ございますので、取り出しの際に紛失しないようご注意ください。

小分け袋内
❺ 基板ーシャーシ固定用リベット（3 個）
❻ アース用ネジ（基板用 1 個）
❼ アース用ワッシャー（基板用 1 個）
❽ ネジ（14 個）（シャーシ用 12 個＋端子用 1 個＋予備用 1 個）
❾ 電源インレット固定用ネジ（大 2 個）
❿ ハーモナイズ　コントロールボリュームつまみ（1 個）
⓫ ボリューム軸とシャーシを固定するワッシャー（2 個）
⓬ ボリューム軸とシャーシを固定するナット（1 個）
⓭ ゴム脚（ゴムスペーサー）（4 個セット）

⓮ 真空管 
※高信頼管  JJ ECC802S（スロバキア製）

（1 本）
⓯ 電源コード（1 本）
⓰ 完成基板（1 枚）

お客様ご自身でご用意いただくもの
① プラスドライバー
100 円ショップなどで販売しているドライバーでは、刃先が潰れる可能性があります。ホームセ
ンターなどで販売されている、刃先がしっかりした力の入れやすいドライバーをご用意ください。
なお、本キットは、ネジでシャーシに溝を切っていくタッピングネジを採用しています。最初は
ネジの進行方向に体重をかけて力を加えながらじっくりと回して締めてください。右に回して締
め、堅くなったら少し左に回して緩めてから、再度右に回して締め込む動作を繰り返すとうまく
締めることができます。（右図参照）
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タッピングネジの締め方② ラジオペンチ または レンチ
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❶

※基板は試作品で撮影している
ため、製品版の外観と異なります



シャーシ底板❶の下から、固定用リベット❺を 3 ヶ所、カチッと音がする
まで奥に差し込む❶ 完成基板⓰をリベット❺に差

し込んで固定する。前面から
見て右奥はアースとなるので、
向きに注意

❺RCA 端子とリアシャーシをネ
ジ❽で固定する

❿

リベットは 3 箇所に

( 裏返してシャーシ内側から見た写真 )
底板❶

底板❶

リベット❺

❷

❸シャーシ底板❶と完成基板⓰とをアース用ワッシャー❼とアース用ネジ❻
で締める ❹

シャーシ（リアパネル）❹と底板❶と
を RCA 端子・電源の位置を合わせ
ながらネジ❽で 4 ヶ所（側面 2 点と
底面 2 点）固定する（側面 2 点のネ
ジは仮締めしておく）

❻ 電源コードのインレットを
シャーシの内側から押さえな
がら ネジ ( 大 ) ❾ で固定す
る

リア
パネル❹

リア
パネル❹

❾ ボリュームつまみ❿を角度を見
ながらちょうどいい位置で押し
込む

◀
前
面

真空管⓮をソケットにピン位置
を合わせて左右に少しずつ振り
ながら慎重に奥まで差し込む
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真空管
⓮

▼前面

ネジ❽

ネジ（大） ❾

（下）ワッシャー❼・（上）ネジ❻

( 拡大 ) ( 拡大 )

基板⓰

❽
シャーシ（フロントパネル）❸と底板
❶とをボリューム・スイッチの位置を
合わせながらネジ❽で 4 ヶ所（側面
2 点と底面 2 点）固定する（側面 2
点のネジは仮締めしておく）

フロント
パネル❸

底板❶

仮締め

ネジ❽

仮締め

フロント
パネル❸

ワッシャー⓫ （2 枚ありますが、そのうち）
1 枚をボリューム軸に通し、その上から
シャーシ（フロントパネル）❸をかぶせ、
フロントパネルから出たボリューム軸に残
り 1 枚を通し、ナット⓬で固定する（ナッ
トはラジオペンチやレンチで締める）
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▼前面

❼ ❻

ネジ❻

▼前面
▼前面 底板❶

基板16
リア

パネル
❹
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仮締め

仮締め

リアパネル
　　❹
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（裏に）

フロントパネル❸



シャーシ天板❷を4ヶ所ネ
ジ❽で仮締めする⓫ シャーシ固定ネジをすべて本

締めし、電源コード⓯をつな
いだら完成⓭シャーシ底板❶の窪みに合

わせて、ゴム脚⓭を4ヶ所
貼り付ける⓬

天板❷

▼前面 ゴム脚⓭

接続例

真空管ハーモナイザーの増幅率は 1 対 1 なので、RCA ケーブル間の図のような位置で使用できます

※許容入力は 3V まで。3V 以上を入力すると歪むことがあります。プレーヤー、真空管ハーモナイザー、アンプというように上流か
ら電源を入れてください。
※電源を切る場合は必ずアンプから切ってください。アンプの電源が入ったまま真空管ハーモナイザーを切った場合、スピー
カーを破損させる恐れがあります。

ハイブリッドプリメインアンプ LXV-OT7 mkII（上段）、グラフィックイコライザー LXV-OT9
（中段）、ハーモナイザー LXV-OT6 mkII（下段）。接続は LXV-OT6 mkII の出力から LXV-OT9
の入力へ、さらに LXV-OT9 の出力からアンプ LXV-OT7 mkII の入力に接続。
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ハーモナイズ コントロール（HARMONIZED CONTROL）の使いかた

・ボリューム位置によって真空管の偶数次高調波（倍音）の出方が変化し、再生音も変化します。
（ボリューム最小を標準的な状態として、右に回すと入力レベルに対する高調波の分布と量が変化します。）
・ソースのジャンルや再生音量により、お好みの位置に調節して使用してください。

真空管ハーモナイザー（LXV-OT6 mkII）使用例
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